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   拍子。左衛門督實世。 





   篳篥。前右衛門督兼高。 
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   琵琶。御所作。権中納言公重。勘解由長官孝重朝臣。 
   箏。内大臣公賢公。 
 和琴。権大納言冬信。 
   呂。安名尊。鳥破。席田。鳥 急 。 賀 殿 急 。  











































已 下 一 。但
関白不二退給一。次氏忠実守等卿并兼親朝臣着座。次院司長顕朝臣持二参御比巴一。前左府取レ之被
レ置二御前一。次御笛筥以下置レ之。次兼親朝臣着座。御遊儀如レ恒。事畢入御。次公卿退出。 
   拍子。大納言実守。 
 笛。春宮大夫実夏。 
   笙。前大納言公泰。 
 篳篥。中将兼親朝臣。 
 比巴。御所作。    大納言公重。 
 箏。前左大臣公賢公。           三位局。一条局。公蔭卿女。今日哥人也。 
 和琴。前大納言氏忠。 
 呂。安名尊。鳥破。席 田 。 鳥 急 。 
   律。万歳楽。伊勢海。三 臺 急 。   





笛。春宮大夫少将公興。景 茂 。       
篳篥。兼親朝臣。 
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   拍子。中御門前宰相宗重。束帯。 
   付哥。綾小路中将成賢朝臣。束帯。 
   笛。左大将實夏。束帯直衣始以前也。    三条中納言實音。直衣下括。晴御遊初度。 
   篳篥。中院前宰相中将親光。束帯。 
   笙。御所作。初度。         別当隆家。晴儀。初度。衣冠下括。 
 比巴。前権大納言忠季。直衣下括。 
   箏。簾中一人。忠季卿妹。号二対御方一。 
 和琴。無二其仁一。 
 呂。安名尊。鳥破。席田。鳥 急 。 賀 殿 急 。  




























































ジアの音楽 第四巻 伝承と記録』 一九八八年)。石原比伊呂「鎌倉後期～室町期の綾小路家」(『日本歴史』七
〇九、二〇〇七年)。池和田有紀「『郢曲相承次第』再考」(『書陵部紀要』六一、二〇一〇年)。拙稿「『御遊抄』
の史料的性格」(『藝能史研究』一九三、二〇一一年)。同「『郢曲相承次第』成立の背景」(『日本歴史』七七〇、
二〇一二年)。 
(7) 『続群書類従』巻第五三二(第十九輯上)。 
(8) 大嘗祭は通常、天皇の即位後、最初の十一月に行われるが、『延喜式』によると、天皇が八月以降に即位した
場合は翌年十一月に行われるという。光明天皇の大嘗会は即位の二年後である暦応元年十一月に行われており、異
例であったといえる。 
(9) 『公卿補任』。 
(10) 『御遊抄』の「清暑堂」の項目に所収されている文保二年十一月二十四日条に「兼日綾小路前宰相有時卿被レ
催之處。今夜於二待賢門内一被二殺害一之間。故宰相殿可レ有二御参一之由雖レ被二仰下一。依二御悲歎一不二令レ参給一。」
とある。 
清暑堂御遊とは、大嘗祭の際に清暑堂で行われる神楽に付随する御遊のことで、天皇一代につき一度限りの行事で
ある。後醍醐天皇の代の清暑堂御遊において、綾小路有時が拍子役を勤める予定であった。しかしながら有時が御
神楽の当日に待賢門内で殺害されたため、「故宰相殿」すなわち有時の弟である有頼に代理の命が下るが、「悲歎」
のため勤仕できなかったという記事である。『尊卑分脈』、『増鏡』、『武家年代記』等の記述によると、この事
件は御遊の拍子役をめぐる争いが原因で、紙屋河顕香が武士を使って有時を暗殺したものであり、それにより顕香
は流罪されたという。拙稿「文保二年の綾小路有時殺害事件について」(『創価大学大学院紀要』三二、二〇一〇
年)参照。 
(11) 『鎌倉遺文』三九、三〇六六五号(竹内理三編、東京堂出版、一九八九年)、及び『宸翰英華』一、二〇四号(帝
国学士院編、思文閣出版、一九八八年)。 
(12) この書状に関しては、『鎌倉遺文』及び『宸翰英華』掲載の解説では、公賢に宛てられた消息と推定されてい
る。小川剛生氏は綾小路家の要請を受けた後伏見院からの働きかけに応じて後醍醐天皇が記したものと推定してい
る(｢歌道家の人々と公家政権―『延慶両卿訴陳』をめぐって―｣『和歌を歴史から読む』笠間書院、二〇〇二年)。 
(13) 豊永聡美『中世の天皇と音楽』(吉川弘文館、二〇〇六年)。 
(14) 『尊卑分脈』。 
(15) 『公卿補任』など。 
(16) 信俊が中納言に任じられたのは正長元年三月三十日であり、同年十一月三日に辞している(『公卿補任』)。翌
年六月十八日に信俊は七十五歳で没している。 
(17) 歴代天皇の音楽における師弟関係については豊永『中世の天皇と音楽』(前掲前章註５)に詳しい。 
(18) 『御遊部類記』貞和四年九月廿七日条、貞治二年三月一日条。 
(19) 『御遊部類記』暦応二年二月廿七日条。 
(20) 『御遊抄』「御会始」応安三年三月四日条。 
(21) 『愚管記』等の史料を参照すると、これらの御遊が実際に行われたのは『御遊部類記』所収の綸旨に記載され
ている日ではなくその数日後であるので、誤記か、あるいは直前になって延期されたのであろう。二月十九日に行
われた御会始の所作人は『御遊抄』で、三月二十九日に行われた中殿御会の所作人は『愚管記』『後愚昧記』『御
遊抄』等でそれぞれ確認できる。 
 
